
13:30　開場
14:00　開会のあいさつ：森千里
14:10　母体血中化学物質の測定の必要性：森千里
14:50　食事調査の必要性と栄養情報：大竹正枝
15:20　休憩
15:30　血液中化学物質分析の今後の可能性：榎本剛司
16:20　質疑応答
16:30　まとめ・閉会の挨拶：森千里
16:45　終了

森　　千里：千葉大学予防医学センター長。千葉大学大学院医学研究院教授。医師。
　　　　　　環境汚染物質と人の健康影響について研究。森鴎外の曾孫にあたる。
　大竹　正枝：千葉大学予防医学センター特任助教。農学博士。
　　　　　　栄養学と人の健康について研究を取り組む。
　榎本　剛司：日本電子株式会社データムソリューション事業部テクニカルサポートセンター。
　　　　　　農学博士。質量分析計を用いた環境汚染物質の分析法の開発に取り組む。
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主催：千葉大学予防医学センター
共催：ＮＰＯ次世代環境健康学センター

日　時：平成 26 年 3月 16 日（日）
　　　　13:30 開場　14:00 開演
場　所：キャンパス・イノベーションセンター東京
　　　　１Ｆ国際会議室
参加費：無料
定　員：100 名
申　込：事前申し込み不要

平成25年度 環境省 環境研究総合推進事業（2-0000）
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